
施策評価シート

施策 34 事故や犯罪のないまちづくり

１　施策が目指す江東区の姿

２　施策を実現するための取り組み

３－１　施策に影響を及ぼす環境変化（法改正・規制緩和・社会状況等）

３－２　施策に関する区民要望・ニーズの変化

現状値 目標値 指標
２１年度 ２６年度 担当課

125 ％ 21.6 －
危機管
理課

126 件 6,718
（20年度）

－
危機管
理課

主管部長（課）　危機管理室長（危機管理課）

２３年度 ２４年度

区民と区が連携した防犯対策により、安心して暮らせる安全なまちが実現しています。

単位 ２５年度 ２６年度４　施策実現に関する指標 ２２年度

５年前から現在まで

　区内の犯罪発生状況は、全般的な傾向としては減少化の
傾向にある。しかし、依然として「 振込め詐欺」 「 ひった
く り」 など犯罪弱者を狙った犯罪発生状況は横這い状態で
予断を許さない状況である。

　犯罪弱者である高齢者の人口増加に伴い、「 振込め詐
欺」 「 ひったく り」 の発生状況は予断を許さない状態が
続く 。

　平成16年12月から活動を開始した「 江東区防犯パトロー
ル団体」 の活動をはじめ区民の防犯意識は、高まってきて
いる。その一方、警察や区における防犯対策の期待も高
まっている。

　高齢化、そして町会・ 自治会の加入率の低下により、
自助、共助による防犯活動が低下し、公助への期待のみ
高まる。

区内刑法犯認知件数

今後５年間の予測（このままだとどうなるか）

今後５年間の予測（このままだとどうなるか）５年前から現在まで

治安が悪いと思う区民の割合

安全・ 安心パトロール団体への支援体制の強化や、団体間ネットワークの構築
による地域防犯力の強化により、積極的な防犯活動を促進します。また、江東
区パトロールカーでのパトロール活動を強化し、安全安心まちづく り推進地区
への防犯カメラや防犯灯設置を推進します。さらに、メールマガジン等を活用
した情報伝達方法の整備等により、犯罪の未然防止と発生時の迅速な対応を図
ります。

①防犯意識の醸成
生活安全ガイドブックの配布、地域における防犯のつどいや防犯教室、学校施
設等での安全教室の開催等により、防犯に対する啓発に努め、防犯意識の高揚
を図ります。

②地域防犯力の強化と防犯環境の
整備
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６　施策コストの状況

７　一次評価≪主管部長による評価≫

　(1)　施策における現状と課題

　(2)　今後５年間の施策の取り組みの方向性

８　外部評価委員会による評価

９　二次評価≪区の最終評価≫

２３年度予算

14,924千円人件費

刑法犯認知件数の抑制のためには、既存事業の継続実施に併せて、環境美化活動とも連携し、地域防犯力
の強化を図っていく 。また、犯罪被害者になりやすい高齢者の防犯意識の向上についても積極的に図って
いく 。

 区内の刑法犯認知件数は減少している中で、「 振込め詐欺」 「 ひったく り」 の被害件数は、横這い傾向に
ある。今後も高齢化、そして町会、自治会の加入率の低下により、自助、共助による防犯活動が低下し、
高齢者の被害が増加していく と考えられる。

43,239千円

15,399千円

38,405千円

12,371千円

事業費

２２年度予算
56,123千円

41,199千円

トータルコスト

２１年度予算
58,638千円

２１年度決算（速報値）

50,776千円

５　施策における主要事業等 所管課 Ｈ２１事業費予算
Ｈ２1事業費決算
（速報値）

生活安全対策事業 危機管理課 43,239千円 38,405千円

Ｈ２２事業費予算 Ｈ２３事業費予算

41,199千円



125

126

トータルコスト(A＋B) 56,351

0
再雇用

再任用

常勤

一般財源(A－a－b)

人件費(B)

財
源

人

千円

人

事業費(A)

利用者負担(b)

国・都補助金等(a)

千円

千円

千円

千円

単位 21年度予算
21年度決算
（速報値）

22年度予算 23年度予算

23年度予算22年度予算

10

2200

38,405

防犯パトロール団体への資
機材の支給件数

こうとう安全安心メール登
録者数

単位

件

内訳等

人

内訳等

件 6718
（ 20年度）

－

事業の活動量とコスト

事業と関連
する指標

区内刑法犯認知件数

現状値
(21年度)

目標値
(26年度)

治安が悪いと思う区民の割合

指標名

主  要  事  業  等  説  明  シ  ー  ト

所 管 課 名

主要　・　その他

34施策

事 業 名

危機管理室　危機管理課

生活安全対策事業

事 業 内 容

事故や犯罪のないまちづく りを実現するため、区に登録申請のあった安全安心パトロール団
体への資機材支給等を行います。
・  江東区安全安心パトロール団体への資機材支給
・  江東区パトロールカーによるパトロールの実施
・  江東区生活安全対策協議会の開催
・  こどもセーフティー教室の開催
・  江東区地域安全のつどいを区内の警察署や防犯協会と共同開催
・  生活安全ガイドブックの作成・ 配布
・  地域安全マップ作成支援
・  こうとう安全安心メールの配信

町会・ 自治会、市民団体及び警察、行政等関係機関が連携し防犯環境を整えるとともに、区
民の防犯意識を高め、誰もが安全・ 安心して暮らせるまちをつくる。

％

事 業 の
目的 ・ 効果

21.6 －

単位

21年度予算

30

43,239

2000

21年度決算
（速報値）

15

2529

0

50,776

千円

1.5
12,371

0

12,371

0

54,129

0

0

12,930
1.5

12,930

0

38,405

0

13,112
1.5

13,112

43,239

0

0

活
動
量

事
業
コ
ス
ト

④

41,199

0

0

41,199

①

②

　

　

内
訳

千円

千円

人

千円

③



今 後 の
方 向 性

　犯罪件数の抑制のためには、既存事業を継続実施していく ことが重要であるとともに、犯
罪被害者になりやすい高齢者の防犯意識の向上を積極的に図っていく 。

金額(千円) 項目 金額(千円)

啓発キャンペーン事業

34,152千円

事 業 の
現状と課題

　区内の刑法犯認知件数は減少している中で、振込め詐欺による被害件数は、横這い傾向に
ある。今後も高齢化、そして町会、自治会の加入率の低下により、自助、共助による防犯活
動が低下し、高齢者の被害が増加していく と考えられる。

平成22年度当初予算事業費の主な内訳

2,275千円

パトロール団体支援事業 1,219千円

区パトロールカー運行事業

項目


